
経済学教育と英語教育の融合の実現をめざす
ーCLIL as Competency-based Approachー

経済的な知識を身につけ
自分で切り開く力を共育で
個人の生活の向上と社会全体の活性化

物事の見方考え方を提供する

言葉や文化の異なるものどうしがもう一つの
言語（英語等）で、地球におこる様々な諸問題を
共に解決する力を培う指導方法
教科の内容×教科特有の言語
How of learning

経済教育学会 J-CLIL

×

大阪教育大学 柏木賀津子 Kazuko Kashiwagi, Ph.D.＠大阪工業大学



CLIL simultaneously teaches the language 
required for school learning and promotes 
thinking skills.
(Brewster,Jean.2004. CATS-IATEFL YLSIG)

CLILは学校教育に必要な思考スキルと、言葉の力
の両方を教えることができる



CLILの良さを学校教育にどのように取り入れ
て実践していくか？

How can we implement CLIL in Japanese school education 
understanding its benefit?

１. オーストリアやフィンランドからの学び CLIL

（３. 日本の大学教員養成Circular Economy教材開発）

2. CLILの基本の「き」



Tomasello(2003)→トマセロ(2013） UBMは日本導入に10年かかっている。CLILは25年かかっている
「人はどのようにして言語を構築するのか」

SLA （第2言語習得）
UBM（用法言語基盤モデル）
CLIL  (異教科連携）

執筆
文構造への気づき フォーカス・オン・フォーム CLIL等 ９０程度の論文 開隆堂英語教科書 副チーフ
Kashiwagi, K.,&Tomecsek,J. (2015).How CLIL classes exert a positive influence on teaching style in student centered 
language learning through overseas teacher training in Sweden and Finland Elsevier Procedia-Social and Behavioral 
Sciences,79, 179-184. doi:10.1016/j.sbspro.2015.02.034

か

海外との学術交流
海外教育実習プロジェクト 2010-2019
（フィンランド スウェーデン イタリア オーストリア 韓国 台湾 授業訪問）
国際シンポジウム 2015 ユバスキュラ大学 Tarja Nikula 教授を迎え「フィンランドのCLIL」
国際シンポジウム 2016 イタリア文科省トレーナー Rampone 氏招聘 4大学リレー
国際シンポジウム 2018 ウィーン大学 Dalton-puffer教授を迎え「CLILを学校に取り入れる」

答えが無い仕事→何もないところでカリキュラム創り
人と世界と繋がり、俯瞰的に見てデータ検証し自分で考える。

科研：国際共同研究B「日本とフィンランドに
おける向社会性の形成(2019-2023）



CLILの良さを学校にどのように取り入れて実践していくか？

ｰcorrespond the real world -knowledge is used.

ｰlearners work on the vague and ambiguous, not pre
defined(phenomenon-based)

⓸身近で実際の生活に結び付く素材 答えがなかなか無い問いに関する素材を取り入
れてみる。

１. オーストリアやフィンランドからの学び CLIL



オーストリアから学んだこと(2015）

What we learned from Austrian schools.

落語 in CLIL   (Rakugo in CLIL)
物理 in CLIL   (Physics in CLIL)
旨味in CLIL    (UMAMI in CLIL)
フィンランド・オーストリア海外教育実習2015
大阪教育大学→ウィーン

物理 CLIL &Team Teaching
Physics in CLIL

授業訪問（小・中・高）
フィンランド・オーストリア海外教育実習



フィンランドから学んだこと(2012-2019）

What we learned from Finnish schools.

古代ピラミッドと暗号解読in CLIL
(5年）

PISA型学力とスクールリーダーシップ
フィンランド海外教育実習(2019）ユバスキュラ大学

答えの出ない問いの探究 PBL
問「ﾋｴﾛｸﾞﾘﾌｺｰﾄﾞはどう解読され
たのか」



環境××英語/ CLIL
サーキュラー・エコノミー
(未来のエコ）

フィンランドで発信したCLIL授業 大教大2019

What we challenged CLIL lessons in Finland

理科×数学×英語/ CLIL
ストロー笛とピタゴラス原理



Circular Economy in CLIL  大阪教育大学フィンランド海外教育実習プロジェクト （半年の取り組み）



Circular Economy in CLIL  院生・学生・柏木で作成した CLIL 指導案の一部

×



経済と国際間の視点を加えていく場合

Core-Econ ガイドブック 英語



博士課程の講義に参加 スピードと宿題の量に圧倒された最初の2か月 惜しみないパートナーシップ
世界にはばたくときに、日本の若者が超えないといけない”WALL“

□ 高いプレゼン力+複合言語リテラシー （母語+英語+Sweden語+〇〇語）
□ 高度なICT活用（創造的に使う） Wifiアクセスは国民の人権
□ Active Learning力 グループの考えをまとめる力 グループスキル
□ 寛大さと自立性・・・幸せランキング1位の秘密

ユバスキュラ大学客員研究員としての半年 2018 応用言語学研究所
A half year experience as a visiting researcher at Jyvaskyla University & PISA  
Research Institution



フィンランドの教育
(中2年 CLIL ソサエティ5.0 英語とリサイクル授業 ）

An example of English and Environment： “Recycle” 
Lessons in Finland

Educational Environment 
towards Society 5.0

Authentic Materials and Digital Literacy in English  



社会に開かれた教育課程として21世紀型スキル育成
Education for the society 21st century

Students as global citizens 地球市民として

Mini speech for Demonstration in front of city hall.
市役所前に練習したデモスピーチを持って出かける

Teaching the content and grammar
At the same time.
文法と内容を同時に行ったり来たり



2020年資料①
Phenomenon-based
Curriculum

（フィンランド新学習指導要領2020）

https://minedu.fi/en/brochures

Rubric 
1)Holisticity

-360°perspective
2)Authenticity

-correspond the real
world

-knowledge is used.
3)Contextuality

-natural context is used
-learners work on the vague
and ambiguous, not pre-
defined(phenomenon>not the
problem was set)

4) Problem based inquiry
learning

5)Learning process
The aim is to facilitate  
students to learning
something new.

https://minedu.fi/en/brochures


（フィンランド新学習指導要領2020 柏木まとめ）

https://minedu.fi/en/brochures

教師教育をする人

全てが協働的で

持続可能なシステム

教育の研究者と
開発をする人

他の研究者

教育実習生大学

教師と生徒
カウンセラー
校長 子供 若者

保護者

図書館

青少年センター

市町村の教育行政

フィンランド
国家教育委員会

フィンランド文部科学省

博物館

科学センター

ビジネス部門

教育連合

教育出版関係

メディア

資料② 2020
現象ベースの学習
Phenomenon-based
Curriculum

Rubric 
1)全体的・包括的
-360°の視野

2)真正性
-実際の世界・社会に直結
-知識を使うように

3)自然な文脈で
-生徒は、曖昧で明確でない
＝前もって定義されていな
い問題を考える 本当の現
象はセットされないから

4) 必要性のある問題解決
5)学習のプロセス

目的は生徒が新しい何かを
学ぶことをファシリテート
すること 簡訳（柏木）

https://minedu.fi/en/brochures


２．CLILの基本の「き」



CLILの良さを日本の学校教育（EFL)にどのように取り入れて実践していくか？

①まず15分から始めてみては？ 素材をかえる 問いをかえる 選ぶ カテゴライズ

Why not starting with a short activity?        →Change the materials /
Change teachers’ questions

Make a milk group.  And listen and read it. 
読み
Decoding



CLILの良さを学校教育（EFL)にどのように取り入れて実践していくか？

②想像と創造（つくりだし）を、1か所取り入れる。 Imagination & Creativity

Draw the outside and write
the name.

What do you see?

kiwi
言語のやりとりを通し
てから書く。



CLILの良さを学校教育（EFL)にどのように取り入れて実践していくか？

③実際に「聞く」「さわる」「匂う」「創る」 協同でする活動を一つ入れる。

Listen and complete.

The castanets make (           ).

The guitar makes  (          ).



英会話型 VS. CLIL型



ウィーン シュテファン教会
2015年 12月

ウィーンの学校で（美術の時間）
Christmas wreath made from a tea bag.

殆どの学校の授業で、教師の「問い」「ティーチャートーク」から、
はじまり、生徒どうしが、やりとりしながら学んでいる姿が多くみら
れる （ウィーン市内の学校）



What do you want for Christmas?



Need: Things that a human absolutely needs. Without these 
things he or she will (          ).

Define the meaning of two words:

Want: Things that we want to have because they are cool or 
make our life (                ). 

TASK 4



クラスでインタビュー
統計をとってみよう
Let’s interview to your classmates. And 
then, take statistics and make a graph.

世界のランキングと比べよう
Compare the results with world
ranking about Christmas.

TASK 1

Write three sentences.
(e.g., Money is more popular than electronics.)

ウィーン市 中学校１年生 CLIL例



Write down whether you think you see a “want” or a “need”.

TASK 2

Air         Smartphones

Shelter (a place to live)

Food Cars

Love PCｓ

Healthy planet earth



①Have a look at the picture.

②Write down 1 sentence to
explain it.

③Compare your results with
3 other people.

⓸Write their own sentences
on your notebook.

オーストリア 13歳 (中１）

NEEDS

WANTS

TASK 3



この授業で大事なこと （英検で言えば準2級のPre英語力に見えました）

・生徒たちは、タスクや活動の中で、やり取りしながら学ぶ（オーストリア例）
・選ぶ メタファー 言葉の機能を考える 定義する→使う
・教師はタスクの構成を行い、生徒の考えを引き出すが、考えるのは生徒である。



CLIL :   Content and Language Integrated Learning

When the content and language are intertwined

内容と言語が絡まり合う相乗効果を



CLIL 4Cｓ 内容言語統合型学習

Content

Cognition

Culture(Community)

Communication

教科科目やトピック
progression in knowledge, skills

言語知識・対人スキル
interaction, language using to learn

批判的・論理的思考
thinking& understanding

文化・協学 地球市民意識
self and other awareness/citizenship

内容

50%

CLIL

言葉
５０％

言語や思考と、「内容」を切り離さない



Lessons in CLIL Lessons in CBI

１ Use of structured input 

3 Frequency of the input
(intertwined with 

children’s cognition)
:Formulaic Language 

Learners will have opportunities 
to find language patterns  
through imitating the targeted 
phrases.  

１ Use of any of structures
(NOT  i ＋１）

2 Meaning-Focused

3 Frequency of the input
(Not Focused)

Teachers: Teachers:

Learners will be expected to have 
incidental learning.
Some learners will fail to learn 
the forms.

Students Students

2 Both Meaning-Focused
and Form-Focused

構造化イン
プット

意味と文構造
の両方に

フォーカス

インプットの
頻繁さ

認知言語

内容と絡めて
言語パターン
を発見させる

CLILの質で
効果大

SES
インパクト

目標言語パター
ンは何でもよい

意味に
フォーカス

インプットの頻
繁さ無し

学習者の偶然の
学びにまかせる

効果少

よく分からない
まま進む

差が開く

柏木・伊藤(2019）



１ 聞かせる部分の重視 インプット優先 アウトプットを急がせない

まずティーチャートークを磨き T→Cで語りかける

２ インテーク・プロセッシングの活動を提案し 教員研修をする

海外実習→実践とグラフ作成（例：環境 サーキュラーエコノミー）
日本のClassroom→Pattern Recognition＆Frequency

音声ディクトグロス（お話再生タスク）
グループダイナミックス Token→Type
音声からの文字導入タイミング

内容に密接な文法項目➡Focus on Formで頻繁さとパターンできづかせる

日本でのCLIL導入で気をつけたいこと



Attention to HOW of learning and not only to WHAT

SUCCESSFULL CLIL: HOW OF LEARNING

何を学んだか・だけでなく・どのように学んだかを！

高次思考スキル
HOTS: Higher order 
thinking skills

テクノロジーと
本物の教材

生徒は先生よりも話し、
協働する時間がいっぱ
い！協働学習

詳細な
プランニング

言葉はシンプルに、
内容・認知は
シンプルにしない



Modeling Fieldwork Tools       Photos  Projectors Demonstration Multimedia
Timeline Maps Graphs Experiments,   Math, etc. (Slides offered by Silvana Rampone)

教材やツールをゆたかに！



University students Callenged CLIL  in micro teaching 

Solar system

太陽系の惑星

(introduced by the 
proportion of the 
planets’ size)

Language frame:

X is bigger thanY

比較級

リサーチ型模擬授業・教える場数・指導者の介入

授業者： 伊藤＆松原 指導：柏木

比率でシンプル化
ビジュアル化



Students Callenged CLIL  in micro teaching 

Acid & 
Alkaline&Neutral

(using a purple 
cabegge)

紫キャベツと

酸・アルカリ＆色

Language frame:

The color of liquid 
changes into blue. 

動詞フレーズ

学習者の認知手続きをプロアクティブに予想

授業者： 髙橋＆竹田 指導：柏木



内容・思考

背景知識
観察
予想

カテゴリー
分析
意思決定
協同
動機づけ

言語

必要になる
語彙・文

教科特有言語

語彙
機能

スピーキン
グ・フレーム

CLIL指導プラン



背景知識・ビジュアル教材による導入

映像はカット



EU1記念日(1950→）現代Youtube→背景知識→問い

経済教育と EU について、皆さんならどんな「問い」や
「タスク」を作るでしょうか？

簡単な問いから(タスクを与える）

〇EUの国の数は？
〇EUでの貨幣の数は？

〇EU地域の中でEUでない国の例は？
〇経済が豊かな国とそうでない国は？
GDP per capita 一人当たり購買力(図）

高次の思考スキルへ
（HOTS)
ペアで調べ考える

資料：ウィーン大学Dalton-puffer氏提供



Input 教師の問い やりとり



Repair のやりとり GDP per capital 経済×数学
GDPの計算そのものが、目的ではなく、EUの問題を捉えるために 計算を統合する

Transferable skill (地球上の問題を、国を超えて解決するシチズンシップの育成）

映像はカット



３．日本の大学教員養成で
ーCircular Economy開発ー



手続き的知識はどのようにして教えられるのか？

手続き的知識は、行為に関する知識。
自転車の乗り方や、実験のプロセスなど、繰り返し意識せずに手
続きをとおして学び、似ている場面に再び遭遇した時には、「転
移」。知覚したイメージが心の中で「表象」となりえる。

宣言的知識は、言葉で説明できるような知識。
情報は意識的に保持され、「AならばBである」などの形で表現
される。

Declarative Knowledge (宣言的知識）

Procedural Knowledge （手続き的知識） Transferable （転移可能）

STEP1 理論編



ビデオを見よう（グループワーク）
①先生が手続きを経験させている場面はどこか？
②Creation(創造）をする場面はどこか？
③4つのCに、カテゴリー分けしよう。

オーストリア（EUの国×英語）高校生

日本（フィンランドで授業

サーキュラーエコノミー 12歳

Austria, age 17

Japan, age 12

STEP２ 授業ビデオ分析(3分クリップ）



Circular Economy in CLIL 視聴3分-４Cを見つけながら



Content
内容

Communication

コミュニケ―ション
Cognition
思考
HOTS
高次の思考

Community
Culture
協学
異文化

ビデオ①
（ ）

ビデオ②
（ ）

ビデオ③
（ ）

ビデオ④
（ ）

STEP２ 授業ビデオ分析(グループワークシート）



Blooms Taxonomy（教育の目標とされるべき分類体系）

STEP３ 分析視点 （ブルームス・タキソノミー）

Retrieved from: Light et al. 
2009: 51-53

“6 categories of Cognition”



Seven CDFｓ：7つの認知ディスコース機能
CLASSIFY
分類

classify, compare, contrast, match, structure, categories, subsume
分類 比較 対比 結び付け 構成 類別 包含

DEFINE
定義

define, identify, characterize
定義 確認 解釈

DESCRIBE
描写

describe, label, identify, name, specify
描写 ラベル 確認 名付け 明細化

EVALUATE
価値付与

evaluate, judge, argue, justify, take a stance, critique, recommend, comment, reflect,
appreciate
評価 判断 議論 自由 立場 批判 推奨 意見 省察 賞賛

EXPLANE
説明

explain, reason, express, cause/effect, draw, conclusions, deduce
説明 理由 表現 原因/結果 指摘 結論 結果から推論

EXPLORE
探求

explore, hypothesize, speculate, predict, guess, estimate, stimulate, take other
perspectives
探究 仮説 推測 予測 推測 見当 刺激 他の視点で考える

REPORT
報告

report, inform, recount, narrate, present, summarize, relate
報告 情報提供 詳述 語り 発表 要約 関係付け

Dalton-Puffer,
2016, p.33



-7つの認知的談話機能（Dalton-Puffer,C, 2015）の指標をもちいて研究を進めた。

CLILの授業は何が異なるか？

-生徒が思考をしている様子を物語る指標として7つある。
「分類・定 義・描写・価値付与・説明・探求・報告」である。
実際に中学校2年生と高校2年生の教科関連学習での英語授業（CLIL)での英作文を
７CDFｓでラベリングしたところ、「説明・理由付け・比較・予想・分類・賞賛」
が非常に多く出現した。事前事後のFSテストでは、生徒間の差が縮まりグラフが
大きく右へ

ｰCLT（英会話中心のやりとりが中心）の授業では、７CDFｓのラベルは3例であっ
た。事前事後のFSテストでは、2こぶラクダで差が開いたままであった。

自分で発見した、確かなエビデンスを持つこと

エビデンス・ベーストのCLIL

柏木・伊藤(2019） K,Kashiwagi (2019) Kashiwagi&Kobayashi(2019)



J-CLIL-WEST 2020年5月17日（日）13時～
大阪教育大学天王寺キャンパス
CLIL 高校・大学特集をします！

基調講演 工藤泰三（名古屋学院大学）
CLIL実践において「小・中と高・大とでどのような違いが生じるか・CLILと発達段階」（仮）

発表ワークショップ 森田琢也（大阪府箕面高校） 東西コラボ
白井龍馬（横浜女学院高校）

提案 谷野圭亮（大阪府大高専） 高専から

＊他、募集中



著書発刊予定

『中学校・高等学校 とっておき
の魅せる！英語授業プラン
思考プロセスを重視するCLILの
実践』

明治図書

柏木賀津子＆伊藤由紀子 編著

小学校・中学校(大修館）2019年予定
『英語教育』好評連載中

中学校・高校（明治図書）2020年夏予定



Thank you very much for your attentions！



講演パワポを、アップしています。
https://www.kashiwag-lab（ホームページ）
kashiwag@cc.osaka-kyoiku.ac.jp

HPのパワポ資料

HPのここ
「れんらく2019」

講演パワポ
CLIL素材も有り

https://www.kashiwag-lab（ホームページ
https://www.kashiwag-lab（ホームページ
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経済の話にチャンレンジ

Side flavorHard to rot

Cheap（Price)

Everywhere

Sour
Long lasting

Bathed in the sun

Supply↑

Grows up in warm
countries

Vitamin C

Demand
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The End



Content 内容 Communication
やり取り

Cognition 思考 Community&Culture
コミュニティ＆カルチャー

How the price are
determined.

値段はどのようにし
て
決まるのか

Matching the word with 
the picture of each 
page.

ストーリーの内容と
英文と、経済用語の

Determine the meaning of 
price.
値段の意味づけ

Learn about the relationship 
between supply and demand 
受容と供給の関係を学ぶ

Solve the problem of 
excessive competition.
Think of who is the price 
taker.
競争激化の問題を皆生ウする
方法を考える
Create your own way to turn
X to money. 
自分の、Xをお金に変える方
法を想像する
（アントレプレナーシップ）

Find an example of the 
equilibrium price.

平衡価格の実際例を
見つける。生活と結びつけ
る

Find an example of price 
competition from the 
newspaper. 

新聞からの値段競争の例を
見つける

４つのC 『レモンをお金に変える』



We can find the equilibrium price by drawing the supply and 
demand curves on one diagram, as in Figure 8.3. At a price P* = $8, 
the supply of books is equal to demand: 24 buyers are willing to pay 
$8, and 24 sellers are willing to sell. The equilibrium quantity is Q* 
= 24.

Q: 価格ってどうやって決まるの？ CLIL 定義に至るプロセスは？ 4つのCCLIL 定義や知識をどう使う？

Core-Econ より
https://www.core-econ.org



CLILの良さを学校にどのように取り入れて
実践していくか？
①15分から始める、 CLIL＜良い授業作りへ

Start with a short activity.  Change the materials and questions

②想像と創造を取り入れる。 Imagination & Creativity

③実際に「聞く」「さわる」「匂う」ことができる活動を一つ入れる。
Listen, touch, and smell (Multiple Intelligences)

⑤Teacher Talkから内容へ → 梯子掛け・文字指導→スピーキングフレーム

⓺良いCLIL実践例を仲間と共有 → 小さなグループ →より大きなグループ →
カリキュラムマネージメントへ位置づけ
Share  your ideas, knot working, curriculum management,

⓸身近な実際の生活に結び付く素材、答えがなかなか無い問いを取り入れてみる。
Questions without answers

Scaffolding, Teaching literacy, Speaking frame


